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1. はじめに

　光回路実装技術は，エレクトロニクス実装の領域におい
て，半導体レーザやフォトダイオードなどの光アクティブ
デバイスや，光ファイバ，有機光導波路，光コネクタなど
の光パッシブデバイスといった光学部品を実装する技術と
定義される。本技術はこれまで情報記録，ディスプレイ，
レーザ加工，センシングとさまざまなアプリケーションに
採用され，産業に貢献してきている。また，特に近年で
は，世界で建設が進むデータセンタ内におけるサーバや，
科学技術計算に用いられるスーパーコンピュータの装置
間・内大容量信号伝送の実現手段として，従来の電気伝送
と比較し，高速（25 Gbit/s以上）の光信号を低電力で伝送
可能な光インターコネクション†技術が注目され，各機関
において同技術の研究開発が活発化している。
　光回路実装技術研究会では，これら光回路実装技術を光
が関連する産業を支えるキーテクノロジとして捉え，その
革新的新技術の創出と普及を目的に活動を行っている。そ
の活動の一つとして，OPT (Optical Packaging Technology)公
開研究会を企画し，光関連の研究・技術者のみならず，光
に携わる電気，機械など他分野の方々を対象に，最先端技
術情報の提供および技術をリードする国内外の専門家との
意見交換を行うことを目的とし，年間 3回開催している。
光回路実装技術の調査・研究においては，材料や部品レイ
ヤのみならず，それを使うユーザなどの高い視点からも，
適用シーン（アプリケーション）と使われ方を理解し，そ
こで適用される最新技術について知識を得ることも必要で
ある。このような視点に立ち，昨年一年間に取り上げた
テーマは，「高速光電気集積実装の開発動向」，「アクティブ
光デバイスの最新動向」，「海外の最先端光回路実装技術」
である。特に最近 2年間では，光分野での技術開発や市場
導入のスピードが著しい海外からの専門家を積極的に本研
究会に招聘し，World-wideにおける光回路実装技術の最新
動向を特集することで，参加者より大変高い関心と反響を
得ている。
　光回路実装技術研究会のもう一つの主たる活動は，「光回

路実装技術ロードマップ」の編纂と発行であり，ワーキン
ググループを設置して最新技術動向について調査研究を
行っている。近年，IoT (Internet of Thigs)やクラウドサービ
スの飛躍的な普及に伴い，データセンタ内の通信トラ
フィック，すなわちサーバ，ストレージなどの機器で処理
するデータ量が飛躍的に増加している。データ処理速度の
高速化には，サーバなどの装置間を繋ぐ信号伝送ケーブル
や装置内配線（インターコネクト）の大容量化が重要と
なっている。今後は情報装置の総伝送容量として 10 Tbit/s
超となるとともに，装置内・間で通信される信号の伝送速
度もチャンネル当たり 25 Gbit/sから，さらに今後は 50 
Gbit/s以上が求められてきている。
　これに対して，信号の光電変換部を有する光インターコ
ネクションも適用シーンや要求仕様に応じてその回路実装
構成の変遷を辿っている。現在われわれの光回路実装技術
ロードマップ活動において，ケーススタディとして議論を
実施している光インターコネクションの各実装形態を図 1
に示す。ここでボードエッジに実装する形態を第 1フェー
ズと定義している。図 1のように，第 1フェーズではアク
ティブ光ケーブル (Active Optical Cable: AOC)1)†を用いた，
装置間などの比較的長い距離（10 m以上）での並列光信号
伝送方式が採用されている。AOCは，標準化された電気イ
ンターフェース (IF)を有する光モジュール（フォームファ
クタ）と光ファイバケーブル（マルチモードファイバ
(MMF)やシングルモードファイバ (SMF)など）が一体に
なっており，それをボードのエッジに配置された電気コネ
クタに接続して実装する。電気コネクタのサイズやピン配
置は，メタルケーブルおよび AOCの何れも接続可能なよ
うに標準化さているため，高い互換性を有する。これに
よって，AOCのユーザにおいては光信号の取り扱いを気に
することなく，従来の電気接続に準拠して置き換えること
ができるため，現在 AOCはデータセンタ内で急速に普及
しており，現在の光インターコネクションを牽引するキー
部品となっている。一方で，装置フロントパネルでのポー
ト密度はエッジに配置される電気コネクタの大きさに制限
される。
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